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　 (目　 的)基 本味の 中で苦 味 は毒物 を示す シグ
ナル と して知 られて い るが,ヒ トの場合 には苦 味
が常 に不快 な味 とい うわ けで はな く,む しろ食 品
の嗜好性 において重要 な役割 を果たす。 これ まで,
キニ ーネと関連性 が深 い唾液 中 タンパ ク質 の検 出
が試み られ て きたが,そ の相互 作用 につ いて は明
らか に され て い な い。 本 研 究 で は,キ ニ ー ネ と
Histatin　5との結合,お よび キニ ーネに対す る唾
液 中Histatin　5の作 用様式 を検討 す る ことを 目的
と した。
　 (方　 法)　実 験1:分 画 分子 量1,000の遠 心式
限外濾 過 フ ィル ターを用いて キニ ーネ とHistatin
5の混合 溶液 を濾 過 し,キ ニー ネの フ ィル ター通
過率 を求 めた。
　 実験2:本 学 歯 学 部 学生 お よび教 職 員50名を
キニ ー ネに対 す る正 常 閾値 群22名,高 閾値群28
名に分類 し,2群 間 にお ける唾液 中Histatin　5濃
度の差 を比較 した。
　 実験3:本 学歯 学 部 学生 お よび教 職 員17名に
対 して,Histatin　5プレ リンス併用 に よ る苦味 閾
値の変化 を比較 した。
　 (結果 と考察)　 実 験1:0.1mMキ ニ ー ネ水 溶
液 と0.1,0.05,0.01mg/mlのHistatin5溶液 を混
合 した ところ,キ ニ ーネの フ ィル ター通過率 はそ
れ ぞ れ66.9,69.6,70.1%であ り,キ ニ ー ネ と
Histatin　5問での結合 が確 認 された。
　 実験2:キ ニ ーネに対 す る高 閾値 者群 は正常閾
値 者群 に比 較 し唾液 中Histatin　5濃度 が有意 に低
い値 を示 した。
　 実験3:キ ニ ーネの味覚 閾値 はHistatin　5含有
溶液 によるプ レリンスに よ り有意 に低下 す るこ と
が示 され た。
　 これ らの結果 よ り,唾 液 中 に分布 す るHistatin
5の量 が苦 味感 受性 に影響 を及ぼす こ とが示 され,
唾液 中Histatin　5量の増加 に よって苦 味感受性 を
上昇 させ る ことが 明 らか となった。
　 (結　論)　 キニ ーネ とHistatin　5の相 互作 用 に
つ いて検 討 し,キ ニー ネはHistatin　5と結合 す る
ことで キ ャリアタ ンパ クと して作 用 してい るこ と
が示 唆 された。
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